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~. jl｛活工作の必本方nア；と Y；砕かモ’i¥f'』：HiTi 
:i. J妾管工作のt1iI＇，十！















周知のよ〉に， 中国共産党；ょ l志村をもって:/il¥ .t !, Lに＼t l t三） こと（ιlI l, この二面の豆、味で， v
市を包囲する lとL寸革命Ji式に上｝て不命戦争 ). ,itトーかんの革命！てし、ぅ色彩か強か J 》たとい，pて
を勝利に導き司 政権を奪取し fごと L われる t； ιr白 .t L、三思う，， 許1,1iにJヨし、てi土それがい／》そう顕1完て
I: t司 二，｝）ことは必、ずし i，常にiミ十i(・ 
び｝解放に先行した二とを意i味一j一ζ＇I》（／）ごi上！（ い｛ υ）武装：／J(二上.) C行tdヲAl, /W,rli白身はむしろ受
1:p ft第七期：中全会 (l'l1'Jq ・ :lJ J i以後（t 代策的に 動的に二れにけ応したと L、う事実は，当然無関係
仁、 主た実際iこも． 部 diぴ〉解放がず：村山解｝！!f:)t; -e,t t.: L、？あんう、 しかし，部1(1(1）場合には，よ
uし円、ど），. ただ、 nl,liv＞解脱にit U；大i（、；：り干しげ り依M；的f(理 1がああように思われる。都市にお
1（命根拠地しり｛fl'UJa白iJj止と，＼ , C, ・ t：ごと、 行f¥di t.ご（上、 Il解旅iイ（；あ引、；士市一Ii解th:rの農村iこ.t5 L、
角I;{肢の主力刀：出民ーを tfj，とすり人民解放l表(t3t ()'. てど （， .ilた『 下からの大衆動員による革命の遂行
克’it.幹部）でtιi. ' ／十二｛モ、 ，＋（ どの／（（ t’t.u，心人 L、 ）ごし、 iJj式が，意：識的に回避されたためではなか， p
｝）、部rli'I-LJ＇山市命 d 、,JJ先i／.よ；iJ、 ’J/, t；くリ、if' fこであんうかれぞれにはおそ （， く．解放に伴う破
平一人民共和｜当成立前夜に；；－」L、仁 l土、 j主体的にみと 壊ど混乱全避け， できるt＇.け早急に生産のr,a復と
そ動的であ J ' た三と iiL、六、み際νtKl¥, Iiにおける万 発版企はかるどいろ配慮が優先したためとい－，て
働者・学jなどの根強いJ氏f庁舎看過してはt;.,・' t.: ¥, 寸：）. • t ＼、であろうか、そう Lfニ政策は‘ その背後にあ
二（！〕i 河川jl, I→業 ・7' p レノ：， I）アートを社会的l,: る本命情勢全体の趨勢のなかで理解される必要が

























































































にみえるu,J l。 それに上ると、甲管会の構成＇ :t次







v ’ ), 、I ・I 、一子： 
'-" I" I Iゾ， lH時代表と L, ,- -¥ f fitぞJ) ft:
入かけない土うである品、じ， ここ；：九と：， :; ilて仁
る軍管会トップの構成がその後仁科［？？； τ;fl，んかど
ー）か疑問があおづ ふ才人市w；.マi二，tro:1¥1Wlり！！の
｜、；＇；［；機構が百か jL る1i'・, よ； ! l；三〆 tl、一「：1 l') t',: -;,i; 
d 、／, , 
宗管会は一定期間（そのi三），i:t・，五山f1l¥:iUlt'.'・ /lW,¥1 
の恒I復状態によ－，て「＇＇. i:?, ）士経たのし i\i 人］＇~J即tr
F コの職務・権限i');,} I予ifrf;i!;,i L 7, L /J • L, ‘ー今、fネヘ什r,






















せ， その）支部＇Jl'rJt仁；証拠物件を押収 L, その件級責
｛匹目にi!J？，さT号、 1-¥l ？.：俸の少数の反動分fi:ti L 





1Nfによi,,}) ，，むり；上u労働組｛；－.午＇＋会・ 1二子Irl1 
t’h ,;¥t :r ' 
!7) JI、i料止の在日1Iiにおけら組織の整頓お上ひ述
1いi →、
1 【 1 )) 
I Sえ 3
以上にJIうるに部市貧民の救済ー 失業労働者に
ti l :,：；ぇIf命的抗、 都市の難民を帰郷させるこ ξtJ 
）：－＇＇‘ J；上そ~＇·命秩序を維持し， お！lrti住民の生活~
t~U1京し、 持i斉／，r,rliJi争中心土すQ都rnの機能をi可従
¥ jl一石 t:.:-I，のい＇，＼いの任誌が’ギ作会仁 f'd》さjI 
























































































































































れ行なわれる，＿， これらも広義めJ長官工作内 e ;'f告と
考えてよいであろう。 このうち兵士・幹部に対す
る準備教育にノ ＇＂、て仕すでに述ぺ ！こので， それ以
外のものにJ山、て簡単に言及しておこう。
ri1市解放に先だって司軍管会はは管工作の各部





















































































































































（社 1) tドJHl北中氏 1，）「w：；（ミ保法制Jj¥(i型fj戎パju'J J行
1r,J C『鮮衆』， ~2 巻詳！24WJ 〕。
(i: コ) fi,J ：.、主主おiI. ' !• 1,rn1 I ¥_ 干命リ＇ .I （点以．俗、
t,l'）占， 1958.fJc9月）， ,¥37へージ。
Ci. :, ! 和； JL I 鮮政•！• ti:大lt:d,I (l 1:, ・:t.il，川：Jf主
第1U切） •Jr に，J IJl" 
（；よ 1) .iL 1ヘ：'-li'R;. i:l I J J l I, Ji" I ,ii 人 j ＼~政 1/-J
l )j 19 U, ；：ごすしそれ成立。不智会主任およびijては然
剣；来。川事区Ji了i＇！＇会と i[J人民政 /f::JJJI:,iJHll、＇i'1,v: ・i',; 
主任Jki：！毛は点以i波。 L:lli diに；， L、て I.:>iUi'l＇’会が Lj私
桝放の Llである日 J27 IJ, i人民政府はr,JJ:io nに！必
,£. L ，、心。
（［七5) {,,Hf之， 387ベーシ。
Ui ,;) I＇・けlj）些部” ) •. f芸執flJ成,Ii紀jI' :' I （正人！•~ I 
報』，民国38年 1)J 10日〉。
Cli: 7 ） 『ヘ F~ LI 報』，民凶37イI, 1.1) I nυ 
(i:L 8) l t lも『Jr中国主’di！.：！：成川：コ巻』 ( 1斗；
l迅際問題研究1!'i, 1/cl和四年）収録。
Ci ！と｝）五、来品地・九平に、！〉てJ,'I . '1、統心 ιゐ
ったのを統’ L，次,J）とおり定め，：，れたυ げ）い ・） Jい
の行副：J指れL，こi,fう。＇・＂；人；衆 j;'パ主主i1 J十，糸 1トも
とらたい《 HMi粧品はすべて公のものと jる CU.L
l三大紀律J) (i）ぷそすると flよじたヤかド。（＜＇）ッ’ c:n
は公ILt.:o昨l借りた午；； I士必ず氾 lo付こ ｛； した1曹は必
ず弁償するの帥人を殴ったりののしぺた刊［ないh 判










1•141 ］工作報｛＼ I (II'人民 I~ 報』， l（；国38{1'· 8月13LI）。
〔日.14) 「天津接管工作如何獲得重大成績J（『中間
人Ji':Wt＇紋'it,'.入域政策』〕。
(; i 15) 1,:，毅報色。
（注16) 何幹之， 338ベージ。




I i限』， 1'.:凶：l8年 5Jlll::l）。なお六円の単位（六個





































（』，＿1) 0 , J去り，接管後に旧政権機構と企業とでは
対処の仕方が違っていなければならないというわ
けであと） !, ', こ(I）点ど関連Lて陳毅t上L、J上少しt洋
細に述べてL、る。かれによれば，接管工作の管理段








































































職された者や帰郷した手'i!s. ど~）（）00名をと除 ;:le ，他LL
いずれも留用されておりヲ L方、もその大多数は以






















































い）「裁討｜ （人l整理） ¥' I復只［とiヨi誌では／（い
のだということが， 改めて強調されなければなら











: .t fで仁（同別に職£与え守 あミ与L、は占)I対：改造 J土ii二
たったという。 ［ある地｜ぷまたは部~~I] Iこrヒっては











































































































































L." J. 恥 ＇旬 一一一－ ' －』
三口こどえな 1,>•I －：＿こ-J）一一二hツソ／ それはf~J,: ドつ it'i ＇~f





円 、平二 ,_;: 三岩村iこ工品、て階級闘争 llギ
H之~;A'J,j と び｛ tけて展開さ~＂た政権建設、＇）方式
士者fir七i二時亡、jるんだ七 ιつであっfこO ところかそう
したやり方；－；：：， 住そにして「＇ 12:村で地主・ L ノタノ・
明争にかけて封建勢力を消滅するやり ｝j-/j:都市；二






















2ト甲で座談会や積泳分子会を開き， 1:1保lfJ) I ）， 
罪志を暴露したコ かくて l=保甲 (TJ廃止と人民街政
1長設立の準備を公表した土きには， ｛呆の大衆c'）意
気込みがきわめて高く‘ す（に実行する上う！王政



















設底して行なわれたか、 のおにみるように？？丁、η 京中することにしたほおりc レま少し詳しくいう
疑問が法るが，それでもこうした方式によ vpて政 と，次のようなことになるc 市・区・誌の 3級政
権建設が行なわれ，それが強（とされてL、たならば予 定は畏村における毘・医・村の 3級に見合ったも
都市にお1ィ、ても iご心‘らの大衆のエネルギ...－，ハ核少 のであるが， これは農村には適しでも都市には遮
1二c・りによる下会とい／？た色必がかなり：：i，、も内 さないc なぜなら，都市の特性は集中t:tすなわ
にな－・） -;: ＇，、たにぎ v、／.： L ぺむろん←「’Eゴ； ／f！； 点ーなどのi~l ち経済・人口・地域が集中しており， またそこに
にそうし／ニb、正りしがうがみら7.Lたことを仮定するつもり は近代的な交通手段が備わっているととにある。
：土なし－ このはJ(,':Jbi'iJilU1H石川ご，1)i;(;f；攻法建設につ したがって， 人民政権の組織機構や工作方式もよ
ソごい，－：・，，、や）。 し，u•L, ￥事官制のもとにあ p り集中的で、なければならなL、。具体的には次のよ
1・i存JJR；二対「 ；：，打伊と、ぺ問題こそ起きた ，J' うな問題がある。まずi又・街政権には各戸・街内
，：二ももっ，＿！）， 二うした方式Jこヒら l,1., ！~重政権主設は の工場・銀行・機関・学校などを 1,(• 1諸政府が管
;, ＇きょく否定－~ i・ .~.－る古えたかったのである J 環できなレということ， また区・；苛政府が介在す
J仁平・天？？にJ心、て、 itl . lベ：.iかつ3級政様式 ると市政府の決定が迅速，かつ徹底して行なわれ
立後間もなく‘ これ小Wlr作ワJたi高 1 o. 1、L 、レ，永ぜ - , 
うので守 そ，.r，大：1/i¥た改宗か行なわれたJ 概略を之
-jーと i欠Jワヒ 1で山る。











































































しカ‘も大衆し， ~，レでの flがき jJ :hて禄雄三ふ i).
しいうのである。五：，t，と行動のがiif;の経験を 1Jこ7よか，たために、





































1，、 （j／し〈〉 で；j：，：土‘ 下カ‘らのJ}i';A1IJ,¥によるt交付士
市するこどを心終fのに断念LS'.，芝方式を百1i¥'j；三
f二i'j）‘ どいよ；？1＇であ 7，う（ 人F＇.：｛した会； t！：の；l]!Jf:t
-l' l,; t ；，＇｛.：三． ,f'.!J:'il：制，ni，とで大！於山政ti,
(t'J参加の $fl:会全 lメl' 「＇，〉くり ft',L、ご＼ ＜二しづ： li!
jιニ［， /:・_ : ) ，人 と、、 j.t :J j,；それ「liド大衆j）政1{,
t'JむImぴ）条十｜を｜ジう、九 J コくり／1・すよみの .，一、 －r二そ' ., ＇三）





,:_: r ~- i干；；：記者1,1・：、 '+):-L、；こ（千'N人h;f¥J乙主ぷ
ノ；：：1ft~. J :_ ,・ 士山人J(/1:1｛三，；:i古川；！il皮it‘i:l向：
}1;:{.!3上 Ii! 8jq'1；文1正において iーでにか／なひびろ
/ h fド j ;!1ごうよこ；， Clで.！， 乙f ’11•' J: Tl応；ji、（＇）店lifrl'，~




t, ＇、 ほ況を E虫色，~し、ば映させるのにJ見’んと町内［
んできお， I）；士免れ縦L、3 ：干界人l(fたえ




出、したりうる 1' ＇：＆＇「 －：， ；二件界人民f'U乙会；i主： t,~iii\ 
1[1/J向日1:"'hての士》‘ ';. 'jl 'r~＇ il1i］がわ二たわれ〆る HI;期
人民政府内‘広〈大栄と くLllミの
















通レー しかLここで注XJ：ずべきことは， ,n 
'.¥: /J:. f':cJ,;ov川ふえ Jンパーは， 各党派，同体，伐l:V,J
/cどのf¥:j之乙ミら／みより‘ 地域代表がこれに （~·主わな








fイベ今人［！すBjミ組織の ！］！·.~ が、l'0't'{r i iめろといろ cr::1りか
、ー、－ ＇ーサ
I l '-' N》｛J コと〈勺とた：士、 "c'Ji命iトけi［の｛CT!Jかじいえば
をもうH1lケハ1;!殺が；ti ，：はだ不安定だということに
le 7らで7円ちろ n . ，了 ,j l iこ±ヒ！二， ？千j世代にはそれぞれ
山地！ど－01.:!Yrしにけれは、j仁心力：L、！？門店も多いが、
＂＇政府おにじ i行九年人民代夫会議は：ミうした問題
，＿／）処J'!1二j店ーさ江1,', そこでL、主一 ・I弘 末j/,j,n住民
♂人口ン主乞）〉ぷ央→「るこど乙：てき， -'~ れぞれの地iベの
1',J回全処J)！するに適した政権！相互の設計がEでまれ
F 、ー”，..1-. －’ 
イヲー竺＼ -I にも〉。 とr,J時iこう ;kif!品くf)jr[℃を出住地域
l(iιで＊I1%i白イヒする，必要が；おl,.＼；される。 革命政権の
日 i,;t 士 01\!jl~ なものにするためにも， そう Lた機構
こんど川｝；l;}f')てんilft，士不rif欠であろう。 Tこ1：.、」ち





1・＇.人民政！日 ／iji,' ( -1:いりても［王政府の権限の節団は




i 1&Jf ! *il：鶴｜軌 l詰i~：1 cぷ）
11") I 45 661 乃5(2)I 1,1 i 11(2:-li 
4fi ! 17 I 22 Hl(J5) 







( /i'iJfi) 「人民1十ti.fl, l 9fiO{f'. 5月：－llfJ, fiJJ611 。
(/j:1 11 i-qξ，／＼1]ぇJ>e,i>Z公所各科科長および公
女1. ri正・ /JiJ,.Jl,!:o
（日） 品1hiれ；夫 4 ， ρ；t1oft夫 Ii ，~育工作-j';· 8 , I',.: 
伐 lfrK4、J＇.＇.能界； l, ,i:i毛北；；｛rti第61：，（委：l,
Wil( i ノif主戸r{ITfi~仁氏di第 i, r,( l：作委2, q，央



















'I'！今質ベイ＼ 'yそi'i\s/1\)Jf)Jょ Y の，i~aJfがたされる 3
に北京のような大都市では，





そこでιみんなの意見そ集約ド代表を選出、ミ「一‘ （ 一 4' l豆各界人民代表会議0),¥'.t人民代表会議におレて、
人民代表会議へ提案するけ選／1¥JJit；は大衆の
二・三の尺を選んで試験的に実施すふこと立と，
（＇）決議がな＇~J lて才； l) c;: :J.1) 候補者 i,判，tfW決めてあふ
＂＇）レ χ、ii,,. , ，、uぷ； t 同年 :J}1にそ：Itが’た
i｝とめてなレHh｛＇，もある（｝十主ti兵び） )J HJ｛，もあjl {-f, そしり成立の過程合次にみ ζ｝二.＇： : 二行に移されたっ
しょう。 j); i,主人主 んである η






会議の代表は 1，・表山構成治、 i,／.（＿ノ：〉yし，I-> 
，！；店，印刷I.文R・）片道只・雑貨fιょにどて，tり〆：＇.， 0 tc iこは次のような経過を経て L、ィ







































































































）：う指示が／t.lされたc.1.1, IWH不fr:4, !~ t . ：か pたF しかし，やがてそれらの族
主どう 二しつ工うにして都市における政権三況は 桃山［ニ（干＇ fh冶1cnr千工作を統一的に処Jf!すらため
J:1浸から下紋へ， すなわちr¥iレJ いLからiえL .ミ I上 刀法持組織が・， < iJ Il iされる三どになるηfこEえ
ーとすすめられたが、：＇（ 命政桂／ト .~i\ili ；、二 J ；いて fj:’ :r 1-.iMでit、l山 1{1: ,1 J Jに街道組織を強化する
l（.どのE長官t（；東黙をり九f二て、 人民政誌の！μそti: ため詳Jj(J甲7"!'（横IHT)代表会が開催：きれ，干の砕；
強！吊なものにするという fl的カるら一i(:) ＂ゴ ' L、tI l:J見{rIみ匁！；制限f努隊（匁iて多くなる17.tl械に1.Jするi{-1
ri刀問題解決か「パti七十～ 。l市i解氏：モi.Q「） オl . -~ ＇・、 /;:-.;{; I『iif＞／：；バ）士！長嶋にし仁三れを街道甲弄庶民
心I珂忠は（）Z(I)'.; ，.：，；てあ，；.， . ;/i I；一‘芥＇N人1'.;f℃ 去 を円台＇ : t'V:キlトふし いう案が／t,l誌に付されてい
よ＼；；たが－rn二ょとし／）出能 ＇！： 月：tてL 「） /, t‘｝ γjふー 。・， 1・1, 
ど司 二とに人民代よ大；，の職ネt,';_ f (iI : ・；心、！：； !fJ日1q jくのf詐取I<v) /1fl市法肘組織の組織状況は
にすること三市る j 二jしは／15ilrt:(f(/)1/WlilでIl. ! l 
、iう‘， ；： ぴJ 1史的fょ状況；土次(7）上ら： ご', ・J dt ・: ＇い
l 中 jJ~ ：上二 j LにJI＇~tな熱；ti：を仁九、 j,l)t /JJit;jf 
したのであらふl・, 'J、際に各地んに制度が・u主；＼ .f I 
.c・，；こは句子想以上のl'rI！を要 I_' ）.，：之江’HY:'.h 
-，乞｜ (.' ll九 f、ま -, v>1:n1:n, c ‘ 」~b；；，；，ノペ il t：けhi
'.1:・ (t0 t:;. ＇~~店主li投をは，（ すら三－土 -，＇.ハペ、 -_ ). I ; 
は地域社会（／）民主改革が伴；f> 1 i ; ) ) I ,; f.’，： 1・, / ，：い；
ぺこではf;,trte＞問題ドノ＇＇・、＼ ,/ >{ij(' ;(.1 I i/,¥j',: .1 l 
,Jlj［！九合.i1>c:ろこ.＼－ 仁 j/. 
I ，、 p l、I一： I・ , I ir,r I’. , 1・<"i1例／）ミレ】〉しiv、.， 、 r1l¥1I jνj ,,. 1パ 、ピピ）！：
.－，なものでふぷ／＼でん＇ I_
米J重朝（l'-(i(J(f li!J町 J'I 1-r 1i/-J1n・ r・1.,1 lilt/;1'i附f
l、JJ、 I J~ ,'ji 『Ii鮫1: ]<1日付qtヨ.1i, I l又I. I /,_）ピ
, I＇日l今I'.'!]1 J 1大衆j'L!_i引を任一、 i川‘n,iく： ご／，＜（］（
1与は会山 ,i｝~ ：乙と uうf；ご イよ：（I』 ({J _¥,- sl, '1!1，三 /, l－〆J
I 1i' -'. i, HJ勺グ〉ドJj明、 作JliJc!,/1¥1li1)Jj首に）f;Jl
j/f う多数ν＇） 大衆J但ii:［~か作一生 JLtて 二jI_. :・, 
iて土：LU’ir.U討：｝J巴従長Ji. /(;f:-1: ' i (i＇丈！引！j），叫ん；、
抗米＋1明Jt 1: .'i u 1 委 C.~＇＜： t、 OJそ大守てそ 1；恥t;>tペス
之0
;5.; ，.けとうむあ ！・ ぞいう（；)'44)_ ぞ） lに；上大きくわ
；「〔‘：iH,Fふア，
!l I ト泌ii. IYJ京1li（上派「liJfの範!INを主EL, 
•f＇’.；：；＿今（＇！ 1/i~if:f/,,]7ふ街道といりような i'l 然条件
( 1h:0にt lてJj－；／点ちJ.l,~. -」 1hいをも勘案 Lて！円民委






i i会rF是段， ・ dr1ど．（草i'i' ）全i：生け’ il'一接｜く＿0）各事長
i、1/1 l 1主ii二刊＞Jr'/；！事全受けていみ l lt{JU:主た代表跡
公’七十j！仰すりを試験的に設置し噌？千極寺門委日会













料が手 Lとにないが， ｜けlじ＜ 195三fドJO)]i k.iドで






12玉街建政委ft会の直松山rn導のもと＇： , ＇’ J 功、（／）
地区をi語ん℃試験的に行な j〉れた。情i;,{r;I,;¥s!［，政
策の宣伝， 大衆動員を経て，各地区在いく什か（／）







前面小さjl fニνりであろう U 二ω条例でい JO();ciない
し5（ゆ を単位とすることになっており〔これは以
出所の範閥よりずっと小さU、〕，居民小組は 15戸から
40戸で情fえさ；／l,ることにぷ，ている。 l,_ i》、 この
条例と［ri］じ｜｜叶で［城r¥i街道携事処組織条例 iが
公布され， 公安派出所と｜ロjじ管轄lズ域v二街道株会：










































































































jt,j ；•）＿が全碍一作に施行されらことにな p fこ。 1[,l,l} 1！六





( 1i 14) 重量＂命 i対敵偽保！！リ、員応分1r,1xri与滋i'，処11'.J
（！「人民日報』，民間38年 2jJ r;日〉。
（注目〕 『苧；陽報』，民国38年2}-J 11 fl o 北ギの場合
もl¥fJ保であるが、この工作：ドの保甲J去のやり方）） 欠点、
をとハえて，i'f.LJ ;/U度を彼itJる契機予つかんてい .j0 
『人民日報』〔北平）仮〉，民脳38年3月13日。
C:!'16〕 「粉砕反動統治建立人民政行i，各k<:+H縦揺l




と人民政権の建設が 5J o 1t心工「Fでんるとしに L、
る。 r人民日報』，民国38¥5 }j 3日行
( it19) 「ぺ！と来的民政工作 lo
(/:t20) 劉倹I「張市拙2ltrp l',1¥, ,'r選iJ.jt，自政権」（『M
1968110025.TIF
1/z 1 t日』，民国35年 4Jj I 11λr <it,,!i必品川’，ifL，重i
( f H欣日報』，民国35年 fiJ 6 1）な土谷焼。
I, :['.cl) 巳沢東「工H'fJ"f政 :SI,: ハ：Jo・己i）｛東j;l;
集J，第 4巻）。
（注22) 金1i;5' と人民 ＇.／5'0＞ ：え敗比率が •jji動！， ・宇＇L・
職員なと貧｜村な liーに対しては1),fl］にJi：め，・， Hた（ :1 k,J 
l ' 通常は 6対 l）む 「天i事機中f工作klf寸j量Nrft大成
縦」およぴ「偽金円券処理緋法」（『新民主々義城山政
治』，川民主出版社， 1949年）か！！日（
〔け:C3) 「、ドi各｜壬JI,Ji ／•.小中11-1計仏、 i五本建占，新政
l/1 （『人民 IJ報』， i己国：m:,'.¥ .IL!ゴ!I) 『人l(I報』，
:i !j J：九 17L. 
しl:C4) 『人民日報』， L·~ t1to8i＼打 JJ:c:w(kit>, 
7 JJ141l Uじ、V）。




I I三6) 『人民1I :fl』， i亡lk1:,8:1fi1i三:c1, l!J50>Fl 
1¥C:11 。
( ,L27) 『天津完成~iJr政府己惜し l,flニ効率抜1諸説
,.:,1 cu・人民 l報』，民国：1s年 7JiJO 1 ) 
（法28) 「堅決改変城市政権的＼［1的組織形式与」~n




〔｛仁；＼0) 「会議に大衆u）忠弘〆！＇. ; ; 1.とHリとさせるには，
人 j，~代表は基本的には産支I ；上 1J ~ii; .Tc；よって選挙す
、：亡あって，けっして；1也兵法本市f立として選挙し
てはならない！。高槻「ちJ1J人民｛にぷ三：.，M，向転、私J（『新
車Jl報』， 19504'-1 J J〕。北半di'各界代炎会議の構成t.J





j（』：， F卜「従~I'..平市各界fによ会ぷ I(' , ，，人花氏主事政J
（『 fii'1f月報』，創刊：~－＇ lリ山I[) 
Cil<n) 『開展抗尖-t.,:1, （人民山i,il, 19514'-), 
121ベージ。
（注目〕 『人民日報』， 195(){1～1月23110 
（注33) 彰真「慶祝北京総放一周年」（『新1/s):j報』，
l'.)50'[2）／）υ 
( / 1:,1) 『人民日報』， 1!15り年忌 JJlりiI J士d これ
i L [ -Jt1;(1!ilベ各界人民代表会議組織通j[l)Jのえ布（＼,iJ
1千J) ＇を祝して掲げられたもの O
( /l:3.5〕 『人1.¥l報』， 1950年 5月31日。 この前後
山 1］紙l：に関述必事多数。
(/1，日付） r人L¥lJ報』， 6 J:1 Uわ
( /Ul7) 銭端升「関於召開1£各界人民代表会議的報
;', ! （＼，＇人 J(I i報』， 1951年・ 8Jj 10 l )., 
l,i:¥8) 治安・衛生などの十指lがIl保 ljに代わるも
r. ，長，Vされたことはた iかで ιららが， F；お大衆
的りがT ト分な状況のもとで』I，手」iんの掛けれま13来





( ir:40) 1央人民政府政務税 i如氏ト鳥人ll以上的
成 i,() IJ日！ベ佐界人民代表会議（J'f行刀、j (1951年 4月24
( dAl) いお1E一九 469ベー／付
（上'12) ';,'t~棋，常兆儒「民！於誠it城 iii V；民委員会
1'＇！一時体会 JC『政法研究』， 1962年第2期〕。
( i148) 『解放l報』（上海）， 1951年 4月22fl。
（注44) 劉jι牧「認真開好城市区各界人民代表会議
,W./JI強対城市民民組織的傾導JC『解放日報』， 1951年
12JJ 13 IJ）ο 
(,l 4品） 日l室主棋， 常兆橋。
( ilAfi) r天浄日報』， 1952有12JJ1 1., 
いは7) 『人民日報』社説（1955年 1月 2IJ）によ
け υム＇） 2年間に70以上ω都市 Cif j(Hi・1 ＇］＼処とた：民
Jd＼去、ハはよLが試みられたとし、示。
（プl会:48) 以上の1条例および「公安派出所組織条例1
([,! I H）は『新来月報』（1955年 2月）。
（必49) 「開H弘子I'長号民控訴会的初歩経験J（『解放
I執i』， 1951年 5月16l）。 「武漢市第四区議樵路公安
"•'rWi.1lifJ;L<i+ri!i:民主改革的事，｝］}j;的況！ (fl「長fH報』，
l 9;iI :if8 J J 19 f3）。
C.v司女研究部〕
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